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4 月 23 日発表主要製品と GA : 生産開始予定日

￭ POWER8 およびPOWER9 搭載 Power Systems 用 SSD

– 931GB ～ 7.45TB SSD : 2019 年 5 月 17 日

（メインストリーム・タイプ）

– 387GB ～ 1.55TB SSD : 2019 年 5 月 17 日

（エンタープライズ・タイプ）

￭ IBM i 7.4 : 2019 年 6 月 21 日

￭ IBM i 7.3 TR6 : 2019 年 5 月 10 日

￭ IBM Db2 Mirror for i : 2019 年 6 月 21 日

￭ ACS 1.1.8.2 : 2019 年 4 月 23 日

メインストリームSSD ：大容量・廉価だがデータ書き込み耐久性は低目、IBM 保守ポリシーに注意が必要
ドライブ全容量分の書き込みが、5 年間にわたり24 時間に 1 回発生すると想定（1 DWPD）されている
• POWER8 モデルの場合：保証期間後に、書き込み操作が上記しきい値を超えた場合、ドライブの取り

替えは IBM 保守の対象にはならない（保証期間内は保守対象）
• POWER9 モデルの場合：保証期間中・保守期間中を問わず、書き込み操作が上記しきい値を超えた場

合は IBM 保守の対象にならない（保証期間内でも保守対象にならないケースがある）

耐久性（書込み総容量）
• 931GB :  1,700TB

• 1.86TB :  3,399TB

• 3.72TB :  6,799TB

• 7.45TB : 13,601TB

7.45TB ドライブはIBM i 7.4

搭載 POWER9 のみ
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IBM i 7.4 発表に伴って更新されたロードマップ

￭最新バージョンを基点に、二世代先までの計画を策定します

￭新バージョン・リリース登場と共に、製品ライフサイクルが見直されます

（最新バージョン）

延長を含めて
10 年間以上のサポート期間

IBM は 10 年以上将来を見据えて投資を継続

上図は IBM の現時点における製品計画を示すものですが、将来予告なく変更ないし取り止めになる可能性があります
各矢印は特定の時期を示すものではありません
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IBM i 7.4 : 継続的イノベーションのための強力な基盤

￭ 前提ハードウェア
– POWER8 またはPOWER9 搭載 Power Systems

￭ テクノロジー・リフレッシュ（TR）による機能強化ポリシー
– TR は最新および直前のバージョンを対象にリリースされる

– 今後リリースされるTR の対象は、バージョン7.3 と7.4 のみ

￭ 主な機能強化
– アベイラビリティ

• Db2 Mirror for i

– セキュリティ
• Authority Collection （権限収集）

– 実行管理機能
• ワークロード・グループ

– アプリケーション開発
• RPG, COBOL

• REST API

• オープンソース製品: RPM、yum、Node.js バージョン10、R 言語
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ハードウェア・サポート対応表

β1 : サポートは2019 年 4 月末までで終了済み
β2 : IBM i 区画に割り当てられるプロセッサーは 25% まで

プロセッサー Power Systems モデル 7.1 β1 7.2 7.3 7.4

POWER9

E980 × ○ TR9 ○ TR5 ○

S914, S924, H924 β2

S922, H922 β2 (VIOS経由)
× ○ TR8 ○ TR4 ○

POWER8

S812 × ○ TR6 ○ TR2 ○

E870C, E880C ○ RS-710-S ○ TR4 ○ ○

S822 （VIOS 経由） ○ TR11 ○ TR3 ○ ○

E870, E880 ○ TR9 ○ TR1 ○ ○

S814, S824, E870, E880 ○ TR8 ○ ○ ○

POWER7

POWER7+

710, 720, 730, 740, 750, 760, 

770, 780, 795
○ ○ ○ ×

PS700, PS701, PS702, PS703, 

PS704, PureFlex p260, p460
○ ○ × ×
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IBM Db2 Mirror for i : 5770-DBM

￭概要

– Db2 for i の高速同期複製ソリューション

– GA 予定日：2019 年 6 月 21 日

￭前提

– IBM i 7.4 とオプション48 （Db2 Data Mirroring）

￭特徴

– 本番・バックアップ両システムのDb2 を同時更新する

– OS バージョンやハードウェア世代は異なっていても良い

– 二台のマシンは10～100 Gb の RoCE （Remote Direct Memory Access 

–RDMA- over Converged Ethernet）経由で接続される

– マシン間ケーブル長最大100 メートル**のため、災害対策（DR）には不適

– 複製対象：レコード・レベル・アクセス、SQL、SYSBASE または IASP に
あるDB 以外のユーザー・プロファイルやJOBD などのオブジェクト

Db2 Mirror

JDBC * または
ロードバランサー

* : AlternateServers（代替サーバー）オプション利用
** : スイッチ利用による総延長は200 メートル
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セキュリティ機能強化

￭Authority Collection : オブジェクトの権限収集
– IBM i 7.3 で提供開始された、セキュリティ情報収集機能

• 本来 ：ユーザーに付与するのは必要最低限のアクセス権限であるべき

• 実態 ：よくわからずに必要以上のアクセス権限を付与する傾向がある

• 必要最低限と実際の権限を一覧にして出力

– IBM i 7.3：特定ユーザーについて全オブジェクトの権限情報収集をサポート

– IBM i 7.4：特定オブジェクトについての権限情報収集をサポート

￭TLS （Transport Layer Security）1.3 のサポート

￭DCM （デジタル証明書マネージャ）自動管理

￭DST・SST （保守ツール）用ID・パスワード管理強化

必須権限は *USE

現行権限は *ALL
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ジョブ記述単位で指定できるワークロード・グループ

￭ワークロード・グループ

– ジョブを実行するために利用できるプロセッサ資源を管理するグループ

– ジョブ実行のために使用できるプロセッサ・コア数を抑制することで、プロセッ
サ資源の適正配分やライセンス料金を節約できる

￭IBM i 7.3 まで

– サブ・システム単位にワークロード・グループを構成

– 同一サブ・システム内の全てのジョブは同一のワークロード・グループになる

￭IBM i 7.4 機能強化

– ジョブ記述単位にワークロード・グループを構成

– 同一サブ・システム内に複数のワークロード・グループを設定できる

ワークロード・グループ
作成

ジョブ記述でワークロード・
グループを指定
サブ・システム再起動不要

ジョブ実行中でもワークロード・
グループを変更可能
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RPG, COBOL 機能強化

￭RPG 機能拡張 : アプリ開発者からの要望（RFE）を実現
– 可変次元配列

– サブフィールドの位置決めのためのSAMEPOS キーワード

￭COBOL 機能拡張
– SORT ステートメント：指定されたキーに基づいてテーブルをソート

– コピー＆リプレイス用の新しいLEADING およびTRAILING キーワード

– 条件付きコンパイルでは、DEFINE ディレクティブで指定されたリテラルの値
に基づいて、選択したコード行を含めるか除外することができます

– 動的ストレージを取得/解放するための新しいALLOCATE およびFREE ス
テートメント

– INITIALIZE の機能拡張

– EXIT の機能拡張

– インライン・コメント

￭CL 機能拡張
– IFS ソースのコンパイル

RFE サイト

https://www.ibm.com/developerworks/rfe/

https://www.ibm.com/developerworks/rfe/
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アプリケーション開発 : REST API

￭HTTP 上の REST API で DB アクセスをサポート

– 旧来 ：アプリケーション連携にREST API、DB アクセスにODBC/JDBC

– 今後 ：アプリケーション連携とSQL アクセスをREST API でサポート

HTTP: REST

JDBC/ODBC

IWS : 統合 Web サービス
• RPG、COBOL など

Db2 サーバージョブ

HTTP: REST

IWS : 統合 Web サービス
• RPG、COBOL など
• Db2 サーバージョブ

SQL 文を含む
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オープンソース製品

￭RPM パッケージとyum パッケージマネージャによる管理
– 旧来 : 製品番号 5733-OPS を通じた製品導入と管理

– 新規製品配布や修正プログラムの迅速な提供

– 業界標準テクノロジーの採用

￭新たに提供されるRPM パッケージ
– Node.js バージョン10

– R 言語 : データ解析や統計プログラミングに最適

– vim ：ターミナル・ベースのエディタ

– Midnight Commander : ファイル・マネージャ

– ActiveMQ : Java ベースのメッセージ・ブローカー

– Python 用パッケージ
• Pandas : データ解析ライブラリ

• NumPy : 数値計算ライブラリ

• scikit-learn : 機械学習ライブラリなど



12

ACS バージョン 1.1.8.2

2018/72018/1

バージョン1.1.8.0

• 日本語帳票印刷（APW）をサポート
• オープンソース・パッケージ管理

バージョン1.1.7.3

• DB 管理機能強化
• データ転送速度向上
• IFS 管理機能強化
• フィックス

バージョン1.1.8.1

• SQL スクリプトの実行
• スキーマ
• SQL Performance Center

• データ転送

• ZIP ファイルを解凍したら直ぐに起動、インストール作業は不要
• 同時に複数バージョンを利用可能

2019/1

バージョン1.1.8.2

• Run SQL Script 機能強化
• DB スキーマ操作性向上
• 印刷出力改善

Windows / Linux 

アプリケーション・
パッケージ用
フィックス

2019/11

次期バージョン
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ACS の Java 要件

￭ACS バージョン毎のJava 前提条件

– 推奨環境は以下 URL にある文書（英語）に記載
ftp://ftp.software.ibm.com/as400/products/clientaccess/solutions/readmespacs.txt

￭推奨されるJava バージョンは8 または11
– Java 9, 10 のフィックスないしセキュリティ・アップデートは提供されない

– Oracle は GPL（General Public License: いわゆるフリーソフトウェア）の元で
今後もOpenJDK を提供する～ 以下はダウンロード・サイト
• （Oracle）http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk8-downloads-2133151.html

• （Oracle）http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html

• （OpenJDK + IBM Open J9 JVM）https://adoptopenjdk.net/releases.html?variant=openjdk11&jvmVariant=openj9

• （Amazon Corretto : OpenJDK）https://aws.amazon.com/corretto

ACS 登場年・月 推奨 Java 稼働 Java

1.1.8.1 2018/11 Java 8 update 191 以降 Java 8, 9, 10, 11

1.1.8.0 2018/06 Java 8 update 171 以降 Java 8, 9, 10

ACS のための Java （英文）https://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=ibm10719405

ftp://ftp.software.ibm.com/as400/products/clientaccess/solutions/readmespacs.txt
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk8-downloads-2133151.html
http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html
https://adoptopenjdk.net/releases.html?variant=openjdk11&jvmVariant=openj9
https://aws.amazon.com/corretto
https://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=ibm10719405
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主要な機能強化項目一覧

機能 IBM i 7.3 TR6 IBM i 7.4

権限収集（Authority Collection） 全オブジェクトの情報収集 特定オブジェクトの情報収集

Transport Layer Security (TLS) バージョン 1.0, 1.1, 1.2 1.0, 1.1, 1.2, 1.3

デジタル証明書マネージャー(DCM) 証明書
の管理を自動化するためのAPI 

× ○

保守ツール・ユーザーID パスワード管理 × ○

ワークロード・グループのジョブ記述での指定 × ○

QHST システム・ジョブ × ○

新しい実行管理API × ○

Db2 Mirror for i × ○

REST 接続を使用したSQL の実行 ○ ○

オープンソース製品追加 ○ ○

RPG, COBOL 機能拡張 ○ ○

区画あたり最大コア数
192 (SMT4)
96 (SMT8)

192 (SMT8)

LUN 最大サイズ
4TB (4160 byte block)
2TB (4096 byte block)

16 TB

IBM i NVMe サポート（開発意向表明） × △


